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能
楽
仕
立
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

マ
カ
レ
ス
タ
ー
演
劇
大
教
授
の
演
出
で

　
ロ
本
の
能
楽
に
も
箆
男
湖
い
、
ア
メ
リ
カ
：
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ボ
ー
ル
に
あ
る
マ
カ
レ
ス
ク
ー
演
劇
芸

術
舞
踊
大
学
の
演
劇
主
任
教
授
シ
ア
ー
ズ
・
Ａ
・
エ
ル
ド
リ
ぶ
さ
ん
が
五
目
に
火
食
、
大
島
、
旧
ロ
本
陸
平

通
沢
、
永
瀬
隆
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
公
辺
が
泰
極
鋏
辺
に
か
か
わ
る
池
劇
の
制
作

の
た
め
で
、
脚
本
の
紬
部
に
わ
・
５
て
真
実
を
追
求
す
る
た
め
、

　　　　　　　　　　　旧日本陸軍通訳

ワキに永瀬隆さん

イギリス人捕虜

ローマックスさんテに

脚
色
の
た
め
米
倉

永
瀬
さ
ん
に
イ
ン
タ
ピ
ュ

１

ね
鶴
彩
号

針
斜
昇

エ
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
マ
ッ
ク
ス
ー

孤
頌
ド
員

ク
ヮ
イ
ヤ
ー
誌
ノ
ン
フ
ィ
ク
ム

シ
ョ
ン
大
賀
受
翼
作
）
を
読

ん
で
塗
花
を
計
『
す
で

に
シ
ナ
リ
オ
は
、
第
‐
‐
、
二

幕
は
で
き
て
お
り
、
今
回
の

永
瀬
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
、
引
き
続
い
て
タ
イ
国
を

訪
ね
、
警
回
な
っ
た
裔
緬

鉄
道
の
現
地
一
葦
を
行
い
、

年
内
に
脚
本
を
完
成
さ
せ
、

来
年
回
♀
旬
か
ら
五
月
上

旬
？
廣
に
向
け
て
準
備
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
環
で
、
十
月
二
十

七
［
口
に
来
日
、
東
京
、
京
都

で
［
呆
文
化
を
研
究
し
た
あ

と
、
五
日
に
夫
人
を
伴
っ
て

倉
歌
入
り
。
同
日
は
西
阿
知

町
の
随
邸
で
茶
の
渦
の
接

待
を
受
け
た
あ
と
、
大
島
で

数
時
間
に
わ
た
っ
て
永
瀬
さ

乞
こ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
六
□

美
観
地
区
な
ど
、
秋
の
倉
敷

を
探
訪
。
七
日
に
雌
口
‥
し
て

タ
イ
を
訪
問
、
ク
ワ
イ
河
鉄

橋
や
・
永
瀬
さ
ん
が
建
立
し
た

ク
ワ
イ
河
平
和
寺
院
な
ど
を

訪
ね
る
。

　
奉
国
さ
れ
て
い
る
』
演
劇
は

泰
緬
鉄
辺
の
所
在
地
、
カ
ン

チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
殴
か
ら
引
用

「
カ
ン
プ
リ
」
と
さ
れ
る
見

通
し
で
、
能
楽
に
傾
倒
す
る

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
教
授
は
、
室

町
初
期
の
鯖
作
者
、
世
阿
弥

（
一
三
六
三
－
一
四
四
三
）

の
代
表
作
の
一
つ
「
靫
庭
」

を
参
考
に
組
み
立
て
た
、
能

仕
立
て
の
ミ
｀
Ｉ
ジ
カ
ル
を

目
指
し
て
お
り
、
シ
テ
に
四
！

マ
ッ
ク
ス
さ
ん
、
ワ
ネ
に
永

瀬
さ
ん
、
ワ
キ
ッ
シ
に
藤
原

佳
子
さ
ん
と
い
う
。
同
教
授

が
脚
色
・
浪
叫
出
演
は
同

大
学
生
で
、
ロ
ー
マ
ｙ
ク
ス

さ
ん
と
永
瀬
さ
ん
の
ニ
人
の

人
生
の
旅
路
を
劇
化
し
た
作

品
。

　
第
一
幕
は
、
カ
ン
チ
ャ
ナ

プ
リ
ー
の
端
合
筆
憑
？
面

台
、
第
二
幕
は
、
五
十
年
後

の
戦
場
に
架
け
る
橋
を
一
台
。

第
」
幕
で
は
、
四
－
マ
ッ
ク

　
　
悛
讐
の
亡
霊
と
な
っ
て

の
啓
迅
ぶ
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
回
の
訪
日
で
、
尋
問
を
ど

」は
、
著
名
な
中
国
大
作
恕

ジ
ェ
ン
ー
イ
ン
さ
ん
に
依
如

　
こ
れ
ま
で
出
采
上
が
こ

シ
ナ
リ
オ
を
統
ん
だ
永
苧

ん
は
「
こ
れ
ま
で
、
泰
緬
｀

迫
を
テ
ー
マ
の
場
合
、
復
｀

劇
が
顎
望
れ
、
恨
み
仰

終
始
し
て
い
た
が
、
こ
２

［
貿
、
双
方
の
戦
後
の
恣

症
で
あ
る
捕
虜
と
な
っ
て
｛

通
訳
の
『
苦
悩
な
ど

し
ん
で
い
る
の
・
か
｛

よ
く
で
き
て
い
る

は
宙
い
が
。
非
唸
ハ

に
取
り
組
ん
で
い
て

魂
に
ふ
れ
る
よ
う
に
描
か
れ

外
国
人
に
も
［
［
‥
本
人
に
た

か
り
易
い
。
現
代
人
に
お
／

る
メ
ッ
セ
’
‐
。
ジ
と
な
る
の
ｆ

疾
ｊ
と
話
し
て
い
る
。
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